












































































　�　上記 3 つの提供価値を実現するため、「K-DIVEⓇ」として下記のよ

うな特長があり、より現場に近しい環境の再現や運用管理、安全確

保といった点に寄与している（図 4 ）。

Ａ）�モーションシート ： 大きな傾きや操作に影響する微細な振動を、

オペレータに体感させる。

Ｂ）�音のフィードバック ： エンジン動作音や機械動作音、ホーンなど

の音をタイムラグなく、オペレータに届ける。

Ｃ）�可動式メインカメラ ： コックピットから上下左右に動かせ、周囲

の確認が行える。

Ｄ）�ダッシュボード ： 操作者や重機のデータを一括管理し、業務効率

化や繁閑調整が行える。

Ｅ）�オペレータ顔認識機能 ： オペレータの顔を判別し、未登録の人物

は操作不可にすることができる。

Ｆ）よそ見検知機能 ： よそ見を検知すると、油圧ロック状態で停止する。

図 4　「K-DIVEⓇ」の特長的な機能

●「K-DIVEⓇ」の実証・活用の歩み

　2022年12月 5 日よりサービスの提供を開始し、まずPhase1として固

定ヤードでのサービス導入を開始した。JIS A 8408の安全要求事項を満

たしたうえで、個々の現場における運用方法（カメラ配置・エリア区

画等）について、ヒアリングなどを通じてお客様とともに策定を行い、

運用環境に基づいて、お客様とリスクアセスメントを実施しながら、

現場で安全に運用している。導入いただいているお客様の中では、女

性事務員の方が兼務で、オフィスから重機を遠隔操作することも行わ

れており、多様な人材の活用、就業者の裾野拡大といった価値提供へ

着実に歩みを進めてきている。

　また、Phase2として一般土木現場への展開に向けて実証実験を進め

ている。一般土木展開に対して国土交通省と連携しながら、「自動施工

における安全ルール Ver.1.0」の策定にも貢献してきた。「K-DIVEⓇ」を活

用し、土砂災害対策工事現場で重機遠隔操作の実用化検証を、株式会社

冨島建設、鹿島建設株式会社と共同実施した。その成果、「令和 6 年度 日

本建設機械施工大賞」の「大賞部門 優秀賞」という形で評価頂いた。

●今後の展望

　将来的には、より効率的で効果的な人材育成および人材活用を実現

するための拡張サービスを展開する計画であり、Phase3として重機

とオペレータ、現場のマッチングサービスの準備を進めている。この

マッチングサービスとは、遠隔オペレータと施工管理者をつなぐネッ

トワークシステムを構築し、フリーランスのオペレータによるサテラ

イトからの遠隔操作も組み込みながら、様々な現場レベルや工期に合

致したオペレータをマッチングさせる人材活用サービスである。

　また、コックピットをバーチャル教習所として活用するなど、より

効率的な技術伝承や人材育成をサポートし、就業者の裾野拡大にも貢

献していきたいと考えている。

■おわりに
　今回は、昨今の建設業界が抱える問題と併せて、「K-DIVEⓇ」を用い

た現場改善ソリューションを紹介した。建設現場は就労場所が固定さ

れていない場合も多く、また都市部と地方での格差が大きい状況で、

「K-DIVEⓇ」は作業現場という場所に囚われない働き方として、新たな

人材の活躍できる場を提供できると考えている。例えば、地方で農業

している人が農閑期に、「K-DIVEⓇ」で都市の現場で重機を操作したり、

子育て期間中に家の近くにある「K-DIVEⓇ」スポットで、子供が学校

に行っている間は「K-DIVEⓇ」で重機を操作したりと、働き方の裾野

を広げることが可能と考えている。

　近い将来、「K-DIVEⓇ」が建設現場改善ソリューションの一端を担え

るツールとして貢献できれば幸いである。

参考サイト
※ 1 ．厚生労働省「我が国の人口について」（25年 7 月閲覧）
※ 2 ．総務省「労働力調査結果」（25年 7 月閲覧）
※ 3 ．一般社団法人日本建設業連合会「建設業ハンドブック」（25年 7 月閲覧）

※1 　　　　　 ※2 　　　　　 ※3
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図 2　運搬ロボット「T-BOX」

図 3　鉄筋上で使えるアルミ台車「ドマコロ」

図 4　超小型電動クローラー台車「MINI TANK」

■新たな協働生産メソッドの確立
　これまで200件を超える現場でロボットの導入を推し進めてきた。そ

の経験から言えることは、省人・省力化の取り組みによってインパク

トの強いメリットを得るプロジェクトを達成するためには、ひとつの

作業だけでなく、すべての作業において、こういった機器の効率的な

活用を積極的に、また “継続的に” 行わなければならないということ

である。

　これまで述べた現課題の根本的な解決には、30％以上の生産性向上

が必要であると私は考えている。そのためには機器の効率的な運用を

行うための作業手順の変更が不可欠である。そしてその作業に最適な

ロボットと、同じ領域で同じ時間軸で協働生産を行うための新たな協

働生産メソッドを、生産の最前線が設計者・管理者とともに、確立し、

実行することが必要であると考えている。

■理想の建設現場に向かって
　私が想像する未来の建設生産現場は、

①�設計段階からロボットを導入しやすい環境づくり（ロボットフレン

ドリー）

②生産性を考慮した設計

③機器と人との協働生産を前提とした生産計画

　これらの条件を満たした効率的なロボット運用の環境が整えられ、

新しい価値観を持った若い作業員達が、そこで当たり前のようにロ

ボットを活用し、楽でありながら生産性の高い建設生産が実現できて

いることが理想である。

　私の座右の銘は「宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える。」＊で

ある。取り組みをさらに推し進め、トモロボという名前に込めた「ロ

ボットと人がともに働く楽しい建設現場」を実現したい。

＊小渕恵三元内閣総理大臣が好んで使った言葉
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（3）レベル測量相番ロボットの開発

　建ロボテック株式会社と共同開発を進めているレベル測量相番ロ

ボットの実証を行った。

　このロボットは任意の地点のレベル測定作業の

効率化を目的とし、測量用スタッフを鉛直保持す

るためのXYテーブル、スタッフ回転機構、測量

点マーキング用ソレノイド、スプレー装置、移動

用駆動輪、遠隔操作用カメラシステムなどの機

構を搭載している。操作はディスプレイ付きプ

ロポーショナルコントローラにより遠隔で行う。

実証実験の結果、XYテーブルと回転機構により、

スタッフが鉛直精度を維持し、目盛面がオートレ

ベルの方向に適切に向くことを確認した。従来の

2 人作業と比較して、オペレーター 1 人で作業ができることによる生

産性向上が期待されている。

①計測ポイントへ移動　 ②スタッフ設置・鉛直確認 ③レベル計測　

図 7　測量相番ロボット構想案

■3．ロボットパーク開設後の現状と展望
●3-1．四足歩行ロボットの性能向上と実証実験の成果

　大阪・関西万博の現場において実証実験に当初使用したロボットは、

Unitree社製の四足歩行ロボット「B1」である。その後、「B2-W」を新

規に導入した。B1と比較して、走行性能が大幅に向上している。

　・段差20cmまで昇降可能

　・複雑な形状のスロープでの安定走行

　・ライントレース機能による自律走行

　「B2-W」の特性を生かして、より複雑な現場環境に適応させる実証

実験を重ねることで、以下の成果を得た。

　・階段や複雑な形状のスロープでの安定走行

　・深度カメラと画像認識技術を活用したライントレース機能

　・屋外特有の日照変化下での走行性能の確認

●3-2．トンネル工事におけるロボット活用の実証実験

　2025年 7 月には、トンネル工事での安全性向上を目指した四足歩行

ロボットによる画像撮影システムの実証試験を実施した。

　トンネル工事では、切羽と呼ばれる掘削面の状況確認が工事進捗に

は不可欠である。しかし、この観察作業は落石や崩落の危険がある場

所で行うため、作業員の安全確保が大きな課題であった。そこで鴻池

組では、以前より共同でロボット技術開発に取り組む株式会社ポケッ

ト・クエリーズと、人が立ち入ることなく遠隔で観察できるシステム

の開発に取り組んできた。

　目指すシステムは、四足歩行ロボットに高性能カメラを搭載し、ラ

イントレース機能により自律走行する技術である。危険箇所でも安定

した歩行が可能で、鮮明な画像データを取得できる。今回の実証試験

では、従来の人による観察と同等の精度で切羽状況を把握することに

成功し、その結果、作業員の安全リスクを大幅に軽減しながら、効率

的な観察作業を実現した。

　今後は、AIによる切羽評価システムを導入し取得した切羽画像から

切羽状況を自動で評価する機能や、今回のライントレース機能に加え

て3D-LiDARによる自己位置推定機能を開発することで、より高度な切

羽評価と自律走行技術の確

立に取り組んでいく。これ

により、これまで作業員が

直接立ち入っていた危険な

場所での観察作業を遠隔で

行うことが可能になり、建

設現場の労働安全向上に大

きく貢献するものと期待さ

れる。

■4．今後の展望
　当社は、「鴻池組ロボットパーク」をオープンイノベーションの場と

位置づけ、ロボットメーカーや専門技術を持つ協力会社との連携を積

極的に推進している。今後の取り組みにおいては、「人間にしかできな

い仕事」と「ロボットが得意な作業」を明確に分け、両者が協働する

新しい建設スタイルの確立することを目指している。

　建設業界の未来は、人間とロボットの協働によって切り拓かれる。

鴻池組では、最先端技術の実証と社会実装を通じて、建設現場の生産

性向上と安全性確保に貢献していく所存である。
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図 6　�ロボットを用
いた測量テス
トの様子

図 8　�トンネル内の切羽を観察中のロボット





■3．自己治癒コンクリートの物性試験
　自己治癒コンクリート「Basilisk」の性能を評価するために、さまざ

まな物性試験を実施した。本章では、ひび割れの自己治癒性能だけでな

く、フレッシュ性状や硬化後の耐久性に関する試験結果を報告する。試

験には、日本産業規格（JIS）に基づいた標準試験方法を採用し、従来

のBase配合と自己治癒材を添加したBasilisk配合との比較を行った。

●3.1 使用材料

　使用材料を表 1 に示す。
材料 種類又は品名 メーカー、産地 物性等

セメント
普通ポルトラン

ドセメント
太平洋セメント㈱ 密度 3.16g/cm

3

細骨材 陸砂 勇払産
表乾密度 2.66g/cm

3

粗粒率 2.91

粗骨材 砕石2005 峨朗産
表乾密度 2.70g/cm

3

実績率 62.0%

混和剤
マスターポリ

ヒード
ポゾリスソリューション

ズ
密度1.07g/cm

3

自己治癒材 Basilisk HA 會澤高圧コンクリート㈱ －

水 地下水 工場敷地内 －

表 1　使用材料

●3.2 配合

　配合条件を表 2 に、配合を表 3 示す。

呼び強度 
 

スランプ 
(cm) 

空気量 
(%) 

粗骨材の最大
寸法 

(mm) 
30 12±2.5 4.5±1.5 20 

表 2　配合条件

配合の 
種類 

セメント 
(kg/m3) 

水 
(kg/m3) 

細骨材 
(kg/m3) 

粗骨材 
(kg/m3) 

混和剤
(kg/m3) 

Basilisk 
(kg/m3) 

Base 311 149 854 1045 3.110 － 

Basilisk 311 149 854 1045 3.110 5.0 

表 3　配合

●3.3 試験項目

（1）フレッシュ性状

　（a）スランプ試験

　　JIS A 1101「コンクリートのスランプ試験方法」に準拠した。

　（b）空気量試験

　�　JIS A 1128「フレッシュコンクリートの空気量の圧力による試験方

法−空気室圧力方法」に準拠した。

（2）硬化物性

　（a）圧縮強度試験

　�　JIS A 1108「コンクリートの圧縮強度試験方法」に準拠し、測定は、

脱型時気中養生（材齢 1 日）後、20℃の水中養生（材齢 7 日、28日）

とした。

　（b）長さ変化試験

　�　JIS A 1129-3「モルタル及びコンクリートの長さ変化試験方法（ダイ

ヤルゲージ法）」に準拠した。供試体は、10×10×40cmの角柱試験体

を用いた。材齢7日まで20℃の水中養生を行った後、測定を開始した。

乾燥条件は温度20℃、湿度60%とした。測定材齢は、 7 日（ 1 W）、28

日（ 4 W）、56日（ 8 W）、91日（13W）、182日（26W）とした。

　（C）促進中性化試験

　�　JIS A 1153「コンクリートの促進中性化試験方法」に準拠した。供試

体は、10×10×40cmの角柱試験体を用い、脱型後材齢 4 週まで20℃の

水中養生を行った後、相対湿度60%，温度20℃の恒温恒湿室に材齢 8

週まで静置し試験を開始した。中性化の促進条件は、温度20℃、相対

湿度60%、二酸化炭素濃度 5 %とした。測定材齢は、 7 日（ 1 W）、28

日（ 4 W）、56日（ 8 W）、91日（13W）、182日（26W）とした。

　（d）凍結融解試験

　�　JIS A 1148「コンクリートの凍結融解試験方法」（水中凍結融解試験

方法 A法）に準拠した。供試体は、10×10×40cmの角柱試験体を用い、

脱型後材齢 4 週まで20℃の水中養生を行った後、試験を開始した。測

定材齢は300サイクルとし、質量減少率及び相対動弾性係数を測定した。

　（e）ひび割れ透水試験

　�　内径140mm、高さ80mmの塩ビ管にコンクリートを詰め、材齢 4

週まで20℃の水中養生を行い、縦に設置した塩ビ管に対し、圧縮試験

機を用いて徐々に加圧し、塩ビ管内のコンクリートに強制的にひび割

れを発生させた（写真 4 ）。なお、ひび割れ幅は0.5±0.1mmとした。

塩ビ管供試体上部に水頭圧が一定となるように水を張り、 1 日 1 回

1 時間あたりの透水量を測定した（写真 5 ）。

写真 4　ひび割れ発生状況 写真 5　ひび割れ透水試験状況

●3.4 試験結果と考察

（1）フレッシュ性状

　フレッシュ性状試験結果を表 4 に示す。「Basilisk HA」を5kg/m3添加

したBasilisk配合について、スランプと空気量はBase配合と比較して有

意な差は認められなかった。
配合の
種類 

スランプ 
(cm) 

空気量 
(%) 

温度 
(℃) 

Base 13.0 5.5 27 

Basilisk 13.5 5.5 27 

表 4　フレッシュ性状試験結果

（2）硬化物性

　圧縮強度試験結果を図 3 に示す。材齢28日においては、Base配合が

36.6N/mm2、Basilisk配合が37.8N/mm2であり、自己治癒材「Basilisk 

HA」の添加による悪影響は認められなかった。
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図 3　圧縮強度試験結果

　図 4 に長さ変化率試験結果を、図 5 に促進中性化試験結果を、図 6

に凍結融解試験結果（質量減少率）を、図 7 に凍結融解試験結果（相対

動弾性係数）を示す。これら全ての試験結果において、両配合間に顕著

な差は認められなかった。
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図 5　促進中性化試験結果
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図 6　凍結融解試験結果（質量減少率）
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図 7　凍結融解試験結果（相対動弾性係数）

　図 8 に、ひび割れ透水試験の結果を示す。この試験は、Base配合およ

びBasilisk配合の両方で、 3 か月間にわたり実施したものである。Base

配合では、透水量が緩やかに減少する傾向が見られたが、試験開始か

ら 2 か月後には減少がほぼ止まり、試験開始時の約1/2の透水量で安定

した。一方、Basilisk配合では、試験開始時から透水量が急激に減少し、

約1か月半で完全に透水が停止した。これらの結果から、自己治癒材料

「Basilisk」が漏水対策として極めて有効であることが確認された。
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図 8　ひび割れ透水試験結果

■4．実構造物によるひび割れ修復実証実験
　本技術の実証実験として、当社のコンクリート製品工場（北海道勇払

郡むかわ町）内にある大型コンクリート水槽を自己治癒コンクリートで

施工し、発生したひび割れの修復状況を観察した。その結果、約 2 週間

でひび割れからの漏水が停止したことを確認した。（写真 6 ）

写真 6　実構造物ひび割れ修復実証実験

■5．自己治癒コンクリートによる超高耐久構造の実現
　本技術は、コンクリート構造物のひび割れを自己治癒することで、コ

ンクリート構造物の「超」高耐久性およびメンテナンスフリーを実現す

る。従来のコンクリートでは設計耐用年数が約60年であるのに対し、自

己治癒コンクリートを適用することで、設計耐用年数を100年以上に延

ばすことが可能となる。この長寿命化は、ひび割れからの水漏れや鉄筋

腐食を効果的に防止することに起因する。また、長期にわたる耐用年数

により、構造物の解体再建頻度が減少し、コンクリートの使用量が抑制

されることで、CO2排出量の大幅な低減も実現する。

　また、本技術の導入は初期コストを一定程度増加させるものの、構

造物の長寿命化や維持管理費用の削減により、ライフサイクルコスト

（LCC）の削減効果が期待される。その概念を図 9 に示す。
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図 9　メンテナンスフリーとCO2削減の概念図

　なお、本技術におけるひび割れ治癒は、炭酸カルシウムの生成によって

実現される。この炭酸カルシウムはひび割れを閉塞し、水密性を向上させ

る効果があるが、機械的な強度の回復は期待できない。そのため、設計段

階で十分な構造強度を確保することが不可欠である。なお、自己治癒材料

内のバクテリアについては、EU規格及び日本のデータベースに照らし合

わせた結果、環境や人への影響が無害であることが確認されている。

　なお、本技術のメカニズムを生かして、コンクリート製造時に混入す

る自己治癒材の他に、既存コンクリートの大きな幅のひび割れを修復す

る自己治癒モルタル補修材「Basilisk MR3」や、既設コンクリート構造

物の微細ひび割れを補修する液体治癒材「Basilisk ER7」の製品もそれ

ぞれ開発している 3 ）。

写真 7　自己治癒モルタル補修材「Basilisk MR3」

写真 8　液体治癒材「Basilisk ER7」

■6．自己治癒コンクリートの採用事例と市場拡大
　本技術によって開発された自己治癒材は、実用化当初はプレキャストコ

ンクリート製品への使用が中心だったが、近年ではレディーミクストコン

クリートへの利用も増加している。2024年12月現在、自己治癒コンクリー

トの出荷量は、レディーミクストコンクリートで8,900㎥、プレキャストコ

ンクリートで87,000トン（コンクリート量に換算して約36,000㎥）に達し

ている。案件数は増加傾向にあり、今後さらなる拡大が見込まれる。

　大型コンクリート工事への採用も増加しており、2021年 6 月23日に

はレディーミクストコンクリートとして初めて自己治癒コンクリートが

採用された。写真 9 は、札幌市水道局が発注した豊平川水道水源保全管

理センター新設工事を示している。この工事では、水資源を貯える池状

構造物 2 基のうち、 1 基に自己治癒コンクリートを採用し、約4,700㎥

が打設された。構造物における実績が確認されている。

写真 9　札幌市豊平川水道水源保全管理センター新設工事

■9．終わりに
　自己治癒コンクリート「Basilisk」は、構造物の耐久性向上と維持管

理負担の軽減を実現する可能性を持つ革新的な技術である。本稿では、

ひび割れ透水試験などの物性試験を通じて、ひび割れ閉塞機能の有効性

と構造物の長寿命化への貢献を説明した。この技術により、従来60年程

度とされてきた設計耐用年数を大幅に延ばすことが可能となり、構造物

の計画や設計思想に新たな視点をもたらすことが期待される。

　設計耐用年数の延伸は、構造物の解体再建頻度の減少、ライフサイク

ルコスト（LCC）の削減、さらにコンクリート使用量やCO₂排出量の抑

制といった、経済的・環境的なメリットをもたらす。特に、長寿命化を

通じた持続可能なインフラ構築への貢献は、社会全体にとって重要な意

義を有する。

　今後は、多様な建築・土木分野における適用事例を通じて、本技術の

さらなる有効性を検証し、維持管理の省力化やインフラの信頼性向上に

資する取り組みを進めていく必要がある。「Basilisk」は、次世代の社会

インフラを支える基盤技術として、大きな可能性を秘めている。
参考文献
1 ）�R. M. Mors、 H. M. Jonkers Feasibility of Lactate derivative based agent as additive 

for concrete for regain of crack water tightness by bacterial metabolism（2016）
2 ）�日経クロステック／日経コンストラクション「バクテリアが直す自己治癒コンク

リート、世界初の量産技術を確立」2020.11.25
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■建築・空間デザイン分野への展開
　fabulaが開発した白菜由来の素材は、厚さ 5 mmで30kgの圧縮荷重に

耐え、曲げ強度はコンクリートの約 4 倍を誇る。建材への応用可能性を

持ち、かつ、植物由来らしい風合いを兼ね備えている。様々な企業から

出る副産物を原料として製品化するプロジェクトや、fabulaの考えに賛

同し、新素材を導入してくださったプロジェクトはいくつもある。

　こうした取り組みを通じてfabulaは、静脈産業として寄与できる空

間演出、具体的には雑貨サイズのものから、将来的には広く使われる

建材を目指し、可能性を示したい。

図 2　�乃村工藝社のサステナブル・プロジェクトから生まれたスピーカー
「noon by material record」に、fabulaが一部素材提供を行っている。

■「地消地産」型のゴミの循環モデル
　現在、食品廃棄物の運搬には多大なコストとエネルギーがかかって

いると想定される。特に水分を多く含む食品残渣は、遠距離の再資源

化に向いていない。そのため私たちは、廃棄物が出た地域で処理し、

その場で製品化する「地消地産型の循環」を推進したいと考えている。

　これは、地域ごとに異なる食文化や産業構造に即した素材開発を可

能にするものである。そして「地消地産型の循環」が、地域資源の循

環モデルを築く鍵となれば嬉しい。この仕組みが確立されれば、例え

ばフードバンクでの副産物活用や、将来的には災害時の廃棄物処理な

ど、福祉・防災との接点も生まれるのではないか。

■コンクリートへの代替ではなく、共存へ
　世界全体のCO2排出の約 8 %がコンクリートに由来するとされ、原料

である石灰岩や砂利は枯渇のリスクに直面している。このことは、建

築に携わる人々には周知の事実である。こうした背景ゆえに、fabula

の素材が “コンクリート代替” として語られることもある。

　しかし、fabulaが目指すのは「代替」ではない。コンクリートを否

定するのではなく、共に循環型の社会を支える「別の選択肢」を提示

することである。素材の優劣ではなく、「この素材にしかできない表現

がある」という感覚を、建築家やデザイナー、生活者に届けたい。

■宇宙時代における素材の思想
　遠い未来、人類が火星や月で生活するようになったとしても、食品

廃棄物は必ず発生する。限られた資源で暮らす宇宙生活において、廃

棄物を素材に変え、生活に生かす技術はきっと必要になると考える。

　fabulaの技術と思想は、地球という限定空間を超えた、持続可能な文

化創出に通じるものではないか、fabulaは「素材をつくる会社」ではな

く「循環と感動の文化を設計するチーム」である、と常々考えている。

photo by ©Luciana Izuka

図 3　�ジャパン・ハウス サンパウロにて開催された『Japanese principles : 
design and resources』展に出展。

■未来の当たり前を描く
　fabulaが創り出すのは、新しい素材ではなく、「未来の当たり前」の

風景である。

　社会全体が、廃棄を前提とした構造から、価値が循環する構造へと

移行するそのとき、静脈産業は決して裏方ではない。むしろ、社会の

創造性を支えるエンジンとなる存在である。

　fabulaは、ゴミから生まれる次の物語を紡ぎ、静脈産業の価値を最

大限に引き出す挑戦を続けていく。

＊　　�製品の廃棄物を回収・再資源化・再利用する産業。動脈産業は資源を加工して
製品を生産・流通させる産業を指す。

＊＊　形や色に異常があり、品質が劣る豆。
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料極・空気極の電極から構成されている。燃料極には光合成で得られた

水素イオンが供給され、空気極側に大気中の酸素が供給される構造と

なっている。水素イオンが電解質を通過するとともに生成された電子が

回路で仕事をし、空気極へ到達する。同時に大気から空気極へ供給され

た酸素は、電子と電解質を通過した水素イオンと結合して水が生成さ

れ、この過程で電力を得ることができる（図 3 ）。

■屏風、サンルーム、プロトタイプパネルの実施
　建築エレメントへの展開を目指した実証実験として、間仕切りや壁と

して機能する「光合成スクリーン」（図 4 ）を実作した。基本要素とな

る「光合成パネル」は、透明なアクリル板（A4サイズ、厚み約 3 mm）

2 枚と 2 つの電極で構成されており、アクリル板2枚の間にPSⅡ溶液を

注入している。44枚の「光合成パネル」のうちのパネル 4 枚だけでも

時計が稼働し酸素が発生することを確認した。形状はアイルランド出

身の建築家・家具デザイナー、アイリーン・グレイによる100年前の漆

塗り屏風デザイン＊ 4 に着想を得た。PSⅡ溶液の植物本来のグリーン色

により、折曲げ角度や見る角度によって、パネルどうしの色が重なり合

い、複雑なグラデーションを生み出す。

　図 5 は、このパネルを拡大して、サンルームの屋根と窓に取り付けた

例である。また、「光合成パネル」は、窓だけでなく、壁に展開が可能

で、図 6 の「森の別荘」案は、壁の代わりに「光合成パネル」を構造体

図 4　時計を駆動する光合成スクリーン 図 5　光合成パネルが設置されたサンルーム

図 3　光合成燃料電池のメカニズム図
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の一部として適用し、住宅建築に一体化した構想例である。これまでに

示した窓や壁だけでなく、床、屋根、手すり、階段など住宅を構成する

すべての要素に「光合成パネル」は適用可能である。それぞれの「光合

成パネル」は発電ができるため、住み手が日常的に使用するパソコン、

スマートフォン、照明、監視カメラなどを充電することができる。

■駅舎、集合住宅、バス停、道路遮音板への構想例
　光合成燃料電池は、自由に形状を変えることができ、さらに規模の

大きな公共建築にも一体化して適用できる。例えば、図 7 は、チュー

ブ状の光合成燃料電池を連続させて構成し、駅舎の屋根に一体化させ

た「光合成建築：未来の駅」の構想例である。駅内の店舗や待合室

にボール状の燃料電池を組み込んだ提案でもある。大面積の屋根を

チューブ状にすることにより、新たな溶液を一端から送り込むだけで

PSⅡ溶液を抽入でき、かつ、逆端部から古い液を排出させることがで

きる。PSⅡ液の交換が容易になり、メンテナンス性能を向上させるこ

ともできると考える。

　図 8 は、集合住宅の庇に適用した構想例である。数多く設置される同

じエレメントを直列に繋ぐことで、より大きな電力を期待できる。さら

に、バス停（図 9 ）や休憩所に展開できれば、災害時に街の人々の充電

スポットとして機能でき、道路の遮蔽板（図10）に活用できれば、さら

に大容量の発電を期待できる。

左　図 9　バス停に光合成パネルを適用する例
右　図10　道路遮蔽板に光合成パネルを適用する例

■大阪・関西万博におけるプロトタイプパネルの展示

図 7　萱島駅に光合成チューブを適用する例 図11　プロトタイプパネル 図12　光合成パネルを展示する学生たち

図 6　光合成パネルを住宅の壁に適用する例

図 8　集合住宅の庇に光合成パネルを適用する例
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　2025年年 8 月19日（火）、私たちは大阪・関西万博のヘルスケア

パビリオン前に、「光合成建築」のプロトタイプパネルを展示した

（図11、12）。16枚の不定形光合成パネルをV字型に設置し、中に入っ

て休憩できるようにした小空間である。上部を廃棄される蔓植物で

覆って緑陰をつくり、光合成で得られた電力で電子温度計を稼働させ

た（図13）。また、一度命を失った植物が息を吹き返し、再生する様子

を伝えたいと思い、ミストを発生させた。その結果、多くの観覧者が

興味を持って訪れてくれた。今年度、瀬溝助教が融合研究に新たに加

わり、また、分野の異なる2つの研究室の学生たちがパネルの制作、展

示のスタッフとして力を合わせてくれた成果である。

　光合成燃料電池は 2 か月間発電することができるが、注入時に緑色

のPSⅡ溶液は 2 ～ 3 週間経過すると枯葉のような黄色・黄土色になり、

最後は透明になるため時間による自然の移ろいも感じることができる。

その後新しいPSⅡ溶液に入れ替えれば、緑色の空間を再創出できるた

め、廃棄植物がなくならない限り、「光合成建築」は文字通り再生し生

き続けることになる。

■「光合成建築」の今後
　緑をはじめとする自然の恩恵に報いることのできる循環型社会を目指

して、今後、PSⅡ溶液の製造工程の簡略化、原料となる植物の種類や

製造工程の違いによる電流、電圧、発電時間の測定、耐久性やメンテナ

ンス性、コスト削減に関して検討し、賛同を得られる企業と共に社会実

装を実現していく予定である＊ 5 。
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図13　光合成パネルの発電による温度計
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の更衣室やトイレなど女性に配慮した職場環境も自然と整備され、働

きやすい環境が整ってきている。

●SA導入後の課題

　一方でSA導入の成功事例が増える中、いくつかの課題も明らかに

なっている。特に、若手社員との業務の住み分けが挙げられる。SAの

業務が若手社員の経験機会を奪う可能性があるため、両者が成長でき

る環境整備が求められる。

　また、SAが長期間活躍するためには、モチベーションの維持やライ

フイベントに応じた業務選定、評価制度の整備が必要である。これら

に対応するため、定期的なスキル評価やフィードバックの仕組みづく

り、複数のキャリアモデル構築を進めている。

■インターンシップの活用と多様性の推進
●関西支店での新たな取組みとS3グループの特性

　弊社関西支店では、支店長とスイス領事館とのご縁をきっかけに、

2024年度にスイス人インターン生 1 名を受け入れる運びとなった。さ

らに、2025年 9 月からは 2 名のインターン生を受け入れることが決定

しており、国際的な視点を持つ即戦力としての活躍を期待している。

また、インターン生が自国を紹介する催しを開催し、他部署を交えた

交流機会を整えることで、社内の多様性理解や国際的なつながりを深

める取り組みを進めている（図 4 ）。

図 4　インターン生発表資料抜粋＊

　私が担当するS3グループでは、英語を話せる人材が10名ほど在籍し

ており、英語対応や海外文化への理解が進んでいる。多様性を受け入

れる土壌がグループ文化として定着しているため、インターン生を受

け入れやすい環境と言える。

●インターン生受入れによる期待効果

　昨年のインターン生受入れの実績を踏まえ、インターン生の受け入

れにより、彼らの専門知識を活かした実際の業務の成果以外に、副次

的な効果が期待されている。

1 ．柔軟性の向上：異なる文化背景を持つインターン生の受け入れが

新たな視点とアイデアをもたらし、イノベーションを促進する。多様

な価値観を共有することで柔軟性が高まる。

2 ．グローバル視点の導入：国際的な視点で海外市場やトレンド理解

を深め、競争力を向上させる。学んだ最新技術や知識の共有も期待さ

れる。

3 ．語学力向上：インターン生との交流を通じて社員の語学力、特に

英語対応スキルが向上する。

4 ．主体性の促進：若手社員がインターン生の働き方から主体性の重

要性を学び、組織の自律性向上が期待される。

5 ．企業文化の再評価：異文化に触れることで自社文化を見直し、ビ

ジョンの明確化が図れる。

6 ．受け入れ体制の成熟：インターン生受け入れを通じ、説明資料や

OJT計画の整備が進み、部署全体の成熟度が向上する。

■多様性とDX化がもたらす未来
　建設業界における多様性の推進とDX化は、単なる作業の効率化にと

どまらず、業界全体の価値を再定義する可能性を秘めている。多種多

様な人材が現場で活躍することで、新しいアイデアや視点が生まれ、

組織全体の活性化につながる。

　一方で、DX化の推進は、従来の業務プロセスを大きく変えると同時

に、専門性の高い人材とオールマイティな人材の両方が必要とされる

時代をもたらす。このような環境下で、多様な人材が働きやすい環境

を整備し、継続的なスキルアップを支援することが重要である。

■おわりに
　建設業界が直面する課題や変化は一筋縄ではいかないが、多様性の

推進とDX化によって、より魅力的で持続可能な未来を切り拓くことが

できると私は確信している。多様な人材がそれぞれの強みを発揮し、

現場が一丸となって課題に取り組む姿勢こそが、次世代の建設業界を

支える基盤となる。私たちは引き続き、人材育成や働きやすい環境づ

くりに力を注ぎ、建設業界が誇れる未来を共に描いていきたいと考え

ている。

＊インターン生発表資料を基に印刷原稿用に著者修正
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アコース、および建築デザインコースを設定している。他のコースの

科目も履修でき、選んだコースを核にして学ぶ内容を自由に組み立て

ることができる。

●木造建築コース

　古代から現代まで脈々と受け継がれてきた木造建築技術。それは伝

統構法をはじめとし、木造軸組構法や枠組壁工法のほか、耐震面にも

優れた新構法、大規模な都市木造を可能とするハイブリット構法など

が創出されている。サスティナブルを求められる現代で、木材を活か

した建築は今後さらなる発展が見込まれている。他大学に類を見ない

木造建築コースを開設しており、戸建住宅・木造集合住宅・大規模な

木造公共建築や社寺建築のほか、歴史的建造物の保存修理事業などに

も従事できる人材を育成している（図 3 ）。

●都市・建築コース

　産業革命以後の生産技術の進化により、鋼構造や鉄筋コンクリート

造の建物が主体の時代である。これら建材の特徴は自由な造形美と広

い空間の確保に加え、災害にも強いという特長がある。都市を構成す

る建築物・構造物を学ぶ当コースでは、都市・建築のスペシャリスト

として、大規模な集合住宅・商業施設・公共建築のほか、インフラ構

造物のリニューアルや都市計画にも従事できる人材を育成している。

●仕上・インテリアコース

　建築を風雨などから守りその美を知らしめる仕上・インテリア技術

は重要であり、わが国の古代寺院建築も木部を朱塗りとすることで、

建築装飾と防腐の役目を持たせている。このように、建築保全と装飾

美の追求は豊かな人間生活には欠かせないもので、古今東西の永遠の

課題である。当コースでは、仕上・インテリアのスペシャリストとし

て、あらゆる建築物の内外装のほか、家具製作やランドスケープ整備

事業などにも従事できる人材を育成している（図 4 ）。

●建築デザインコース

　建築デザインは環境と共生するありかたを模索しており、特にわが

国は、自然を敬い四季折々の環境に対応するため、五感を使った豊か

な感性と細やかな気遣いによって建築がつくられている。安全性・機

能性・耐久性・意匠性、そして現代においては地球温暖化・サスティ

ナブル・省エネ・住民の健康など、建築をつくるうえで考慮すべきこ

とは多岐にわたる。当コースでは、環境・建築デザインのスペシャリ

ストとして、戸建住宅・集合住宅・商業施設・公共建築のほか、地球

規模の環境保全事業などにも従事できる人材を育成している（図 5 ）。

●学生の活躍

　本学の学生は課外活動の一環として、技能五輪全国大会（大工、左

官、タイル、家具、とび、型枠、造園などの職種）に多数出場してお

り、毎年、金賞や銀賞など好成績を収めている。図 6 に示すとおり、

2024年度にはフランス・リヨンで開催された技能五輪国際大会に、本

学から 2 組 3 名が出場し、学生でわが国初のメダル（田子雅也さんが

造園職種で銀賞）を獲得した。

　その他、各種施工管理技士や技能士の試験を受ける学生が多い。積

極的にチャレンジができる学生は成績も優れており、将来社会に役立

つ人材といえる。技能の習得を積み重ねた学生は、一部であるが大工

などの技能者として就職している。しかしながら、卒業生の大部分は

技能のわかる技術者として、大手建設会社で施工管理者や、設計事務

所で設計士として活躍している。就職率も開学以来98%を確保してお

り、一流企業の多くから求人を頂いており、多くの優秀な人材を輩出

している。卒業生の今後の活躍に期待する次第である。

図 3　木造建築コースの実習例

図 4　漆喰による卒業制作 図 5　卒業設計（デザイン）

図 6　技能五輪世界大会（リヨン）
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（17.4％）、「社会貢献したい」13.8％（13.6％）、「住宅やビル等の建築物

を建てたい」14.2％（18.8％）、「手に職をつけたい。職人に魅力を感じ

た」12.1％（12.3％）、「体を動かす仕事がしたい」13.4％（11.1％）、「道

路や橋梁等の建設をしたい」7.9％（6.2％）、「学校の先生の推薦」8.1％

（6.9％）などとなっている。

　この回答を見ると、ものづくりに対する魅力が建設業には確実にある

のだということが分かる。また、「社会貢献」につながる仕事であると

理解している者が 1 割以上いるのは喜ばしい。「その他」の回答の中で

は、「家族などの影響、家業」、「専攻学科など学んでいたことを生かす」

が多くなっていた。

　就職が決まったときの保護者の反応を聞くと、概ね好ましい反応をし

たのは67％、無反応が18％、反対しているのが12％。反対している理

由として挙げられた言葉としては「危険」「事故」「怪我」「女性（男性

社会の中で）」「大変」と災害への懸念が目立った。「就職が決まって安

心した」といったものもあったが、この場合、単に就職先の一つであっ

て、建設業だからどうだということではなかった。

　こうした結果を見ても、人材確保には多面的な対策を講じることが必

要だと分かる。職業訓練法人としての枠の中ではあるが、訓練センター

として、高校生など若い方々への技能体験研修や保護者見学会、高校教

師対象の技能体験実習などを関係機関・団体などと協力して積極的に取

り組み、教育訓練を通じて建設業への理解向上など業界の発展に寄与で

きるよう努めていく考えである。

●（ 3 ）道徳・道義教育の必要性

　現在、国土交通省では、いわゆる担い手 3 法＊の改正を踏まえ、担い

手の確保に向けた処遇改善の最も重要な施策の一つとして、「標準労務

費＊＊」の作成を進めている。この他にも働き方改革、生産性向上など

取り組むべき課題は山積している。これらは一朝一夕に解決できる課題

ではなく、 3 Kなどといわれるハンディキャップを負う建設業界は、空

前の売り手市場の中にあって人材獲得に厳しい状況にあることは間違い

ない。売り手にとって選択肢が広がり、いったん就職しても、「第二新

卒」という言葉があるように、いつでも別の企業に雇われる環境にあ

る。見方を変えれば、ブラック企業などが人手を確保できない、「健全

な労働市場」になってきているといえる。

　ただ、人材育成の観点から見ると、せっかく入職した者が育成途中で

離職してしまうのは無念としか言いようがない。時間外労働の上限規制

といった働き方改革や、コンプライアンスの徹底など人材育成を取り巻

く環境が変化し、企業業績に貢献できるまでのキャリアパス期間が延び

てゆく状態にある。社会は終身雇用から能力・実力主義へと変貌してき

ている中で、特に若い人たちは冷静に社会を見て10年、20年先の自分

を想像することが必要であろう。その時に、手ぶらのままの自分がいる

のか、高いスキルを備えた自分がいるのか。どちらを望むのか。時間外

労働時間の規制によって得られた時間を自己実現に役立てることが求め

られているのではないか。

　マニュアル化されると、それをこなすことが目的となりがちである。

本来自己研鑽し、自身の能力、資質向上に資することが根本ともいえる

キャリアパスが、レールに敷かれた項目や内容、研修では表面的な部分

でしか理解されず、逆にそれを達成したにもかかわらず昇進しないこと

への不満の温床になりかねない。そうした弊害を防ぐためには、項目や

内容では表現するのが難しい人間性、個人や職業における行動基準とし

ての倫理観、人として守るべき行動基準などの道義的な価値観、「道徳

的な判断力・心情・実践意欲と態度」を習熟させる必要があろう。

　一時期、学校教育から道徳が消えたというニュースを見た記憶がある

が、約 7 年前から道徳教育が復活している。当時の小学 1 年生が現在中

学 1 年生になったということである。社会に出るまで 5 ～10年かかる。

それまでの間に卒業するであろう入職者に対して、会社は道義教育を補

う必要を感じる。

　離職には様々な要因があるだろう。ブラック企業は論外だが、企業

は、会社が示すキャリアプランと社員自らが描くキャリアパスを重ねな

がら、会社は社員に寄り添い、社員は自己を律して自己研鑽をしなが

ら、お互いの将来像にいかに近づけられるかが鍵ではないだろうか。

■4．まとめ
　人手不足や離職といった建設産業が抱える課題については、いろいろ

な角度から物事を考察する必要があり、これまで以上に産・官・学がベ

クトルを合わせ連携して施策を講じていくことが重要であると考える。

訓練センターは、そうした施策の一端を担うことができる教育訓練施設

であると信じている。開校以来、教育訓練人日100万人超、利用者実績

22万人超を数え、まもなく設立30周年を迎える。今後も引き続き、技

術者・技能者の育成＝「人づくり」という側面から建設産業の発展に貢

献していきたいと考えている。

注
＊　　�建設業法、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（入契法）、公

共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）の 3 つの法律
＊＊　�建設業における適正な賃金を確保するために設定される基準。労務単価と労務

歩掛を掛け合わせて算出される。
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半年間盛り上がった日本国際博覧会が終わろう
としています。本特集を振り返って、これから
の大阪のことを考えました。今後IRや大阪 7 大
再生プロジェクト（大阪駅周辺、中之島、御堂
筋、難波、大阪城公園、天王寺・阿部野、臨海
部）が展開されていきます。未来に向けて大い
に変わろうとしている大阪。しかし、庶民の味
方　京橋の激安立ち飲みは変わらないでほしい。今井信之

希少な論考を拝読して、未来のものづくりは、未来
の建設現場、材料・工法、建築を担う人材育成の 3
視点を軸に、多岐にわたる特集となっています。昔
の空想・夢物語が、今や具現化した技術で実装待
ち、あるいは実現までもう一歩…など、未来のもの
づくりに驚きます。AIやBIM技術、遠隔管理や3Dス
キャナーなど、更なる未来へ期待が膨らみます。ご
寄稿いただいた皆様に深く感謝いたします。河合智寛

働き方の変化や世代交代、IT・ロボット技術の
進化等によって建築現場は徐々に変化している
と感じています。未来の建設現場は、若い世代
の柔軟な発想と最新技術、ベテラン世代の経験
と知恵を融合させて、より一層持続可能で多様
な価値観にも応えられる進化した建設現場に
なっていくことを期待しています。

藤丸啓一

“建築のものづくり＝泥臭いもの” というイメージ
は薄まりつつありますが、まだ抜けきってはいませ
ん。しかし本特集は、“建築業界” という店構えが、
以前よりも開かれて中に入りやすいものになった、
と感じさせる内容になっています。様々な努力によ
る技術の進化や、人へのアプローチの変容がもたら
す建築現場の発展が、建築業界の大きな変革につな
がる、その萌芽を感じて頂けると幸いです。森田　健

万博工事に携わる中で、1970年万博の建設記録映
像を振り返り、この55年で建設業界が遂げた進化
を実感しました。寄稿いただいた各論を拝読し、AI
やロボット、人材、材料が時代の変化に応じて進
化する中で、自身の柔軟性と対応力の重要性を改
めて認識しました。迫りくる課題に挑み、改善を
重ね、次の55年後の未来には、さらなる革新を遂
げた建設業界が築かれることを想像します。上原秀介

今号の特集には、 9 つの各論をお寄せいただき
ました。建設業界の未来に向けた技術革新や人
材育成の取り組みが、具体的な事例とともに丁
寧に紹介されています。すべての論考から、現
場の課題に真摯に向き合う姿勢が伝わってきま
した。ロボットやDXの活用、環境配慮型施工な
ど、新しい挑戦が次々と始まっていることに希
望を感じます。能瀬直樹

多種多様な業種、分野の取り組みが集約された
特集になっており、建築業界が進むべき未来の
ためのヒントになる内容が収録されています。
また、建築業界を継続的に発展させるためには、
生成AIやDXなどの技術面の発展と同時に、人財
育成が大事だということが読み取れます。技術
とそれを遣う人財が調和した将来に希望がもて
る内容になっていると思います。南野貴洋

今回の特集で自然と人間は今まで以上に共生せ
ねばならぬ、と痛感した。今まで廃棄されてい
たものを再生させる。夢にも考えなかった技術
が急速に生まれつつある。また、一方ではAIな
どの技術の進化により工法、人材育成の面で建
設現場は目覚ましく変化を遂げていく。これら
の技術の進展により、いのち輝く未来社会の到
来を期待してやまない。𠮷田正友

編集後記
施工材料分科会

2025年10月は、大阪・関西万博閉幕の月。そこで表紙には、万博シンボルの大屋根リングの写真を選んだ。閉幕後は解体さ
れるため、この光景は見納めになるが、左上に見えている海上のリングの一部は残す提案がある。もしそうなれば、それは
万博の思い出を伝える新たな光景となるだろう。この写真は、解体前の姿の思い出と、未来に繋がる思いを表したものにな
る可能性を秘めている。今回の特集で紹介した未来に繋がる様々な技術や取組みは、10年、20年、もっと先の未来には、違
う形になるかもしれないが、未来の建設の発展に寄与し、社会に役立つものになると信じている。

門野　陽（幹事）
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■建築的特徴
　敷地は琵琶湖の湖岸から4kmほど離れた野洲市の水田地帯にある。

この地域は旧野洲川河口の肥沃な土壌と豊富な灌漑に恵まれ、有数の

穀倉地帯として栄えてきた。中主地域に広がる稲作農業地域は古くは

「 豊
とよづみのしょう

積 荘 」と呼ばれてきたが、現在はこの名にちなんで、「豊
とよづみのさと

積の里」

と呼ばれている。施設名はこれに由来している。

　施設は音楽ホールと保健センター、コミュニティセンターという三

つの用途から構成される。敷地の西側に建物を配置し、東側に駐車場

と小規模な運動場が設けられた。約2.2haの敷地全体に木々を植樹し、

こんもりとした森をつくる計画が立てられた 5 ）（図 3 ）。樹木は廃川と

なった旧野洲川の河川敷に自生していた雑木とし、植樹により野洲川

の森を復元することが目論まれた。

　旧野洲川沿いには豊かな森林地帯が広がっていた。そこにはカブト

ムシやクワガタなどの昆虫も多く生息していたが、廃川により川沿い

の環境は田畑へと変わり、多くの生物が姿を消したという。森の復元

は、町民たちは以前の環境を取り戻そうという想いに応えたもので

あった。さらに町民からのアイデアにより、森の中に柿やびわなど実

のなる木を植えて、子供たちが自由に木の実を取れる環境を作ること

も計画された 6 ）。この植樹計画は、かつての豊かな森を再現すること

を目的とするだけでなく、施設周辺に「鎮守の森」を新たに形成する

ことも狙いとしていた。敷地から約 1 km離れた場所には、奈良時代

（718年）に創建された兵主大社の鎮守の森があり、それに連なる景観

を意識して新たな森を創り出す計画だった。

　建物の配置は、伝統的な日本民家の「長屋門」や神社仏閣の「伽藍

配置」が踏襲されている。伽藍配置でいうところの中門に相当するの

がホワイエ棟である。その奥の金堂・講堂に相当する位置に音楽ホー

ルが置かれる。その両側には回廊が伸び、その外側にコミュニティセ

ンター棟と保健センター棟が配置される。エントランスプラザは、多

彩な屋外イベントに対応できる十分な広さを持たせている（図 4 ）。

　中庭部分には水が張られた浅い池があり、それらを回廊が取り囲ん

でいる。人工池の水はホワイエからホールに向けて流れるように緩や

かな水勾配がとられ、水のせせらぎが生まれる工夫が施されている。

池の底はモルタルで仕上げられ、一面に玉砂利が埋め込まれている。

床面のグリッドパタンはプレキャストコンクリートの平板によって形

成され、その交点には強化ガラスの発光板が埋め込まれる。いずれも

光反射を演出する仕掛けである。こうした工夫によって人工池の水面

にゆらぎが生まれ、その反射光が空間に動きをもたらしている。ゆら

めく水面は、野洲川のせせらぎや琵琶湖のさざなみを連想させる効果

も持っている。

　音楽ホールは演奏家たちが満足できるように音響効果を高めたもの

である。ステージの背後にある反射板を吊り上げると、壁面にガラス

スクリーンが現れる仕組みとし、客席からガラス越しに広々とした田

園風景と美しい長命寺山が望むことができる（図 5 ）。

　外壁や回廊の内壁はコンクリート化粧打ち放し、外壁の腰部には一

部瓦を意識した磁気タイルが貼られる。中庭を囲むホワイエや側廊部

分の壁面は総ガラス張りで、ホール周りの廊下は下部のみをガラス張

りとする。屋根はシルバーメタリック焼き付け塗装が施されたアルミ

葺きで切妻を基本とするが、そのボリュームは 2 つまたは 3 つに分節

され、集落のような風景をつくりだす。これにより周囲の風景とうま

く調和させている。各棟の間にはガラス製のエキスパンジョイントが

用いられ、壁の存在を目立たなくしている。

図 3　配置図（野洲文化ホール所蔵） 図 4　南西からの俯瞰（出典：「さざなみホール」パンフレット）
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■伝統と未来の共生
　さざなみホールの特徴は伝統的な建築形態や空間構成を参照しなが

ら、新しい素材や抽象化した造形を組み合わせるところにある。その

設計意図はどこにあるのだろうか。黒川が80年代から90年代に論じて

いた「共生の思想」に読み解く鍵を求めてみたい。

　「共生の思想」とは、多様で異質な文化が共に生きることだと黒川

はいう7 ）。異質な文化が互いに認め合って生きていく社会を実現するに

は、その文化や地域の個性やアイデンティティを理解し尊重する必要

がある。その観点から見れば、地域の歴史が非常に重要になる。文化

や地域性にはそれぞれの歴史的な文脈があり、それらの読解が不可欠

である。歴史が文化の違いを形成しているのであるから、歴史と未来

を共生させることが異質の文化を共生させる上で重要なポイントになる

という。しかし、そこで問題となるのはその方法である。どのような操

作によって歴史を建築に取り込めば良いのか。そこで黒川が取った戦略

は「伝統的な形態を断片化し、抽象化する」という方法であった。

　黒川は哲学者・記号論学者のウンベルト・エーコの「断片化された

知は暗喩的になる」とする捉え方に言及しながら、歴史を断片として

暗喩で表現し、それらを現代的なものに引用することで、歴史と未来

の共生は可能になると論じた。エーコの代表作『薔薇の名前』はさま

ざまな歴史が引用されているので、それらを理解していないと読み進

められないといった特徴を持つが、それゆえに、読み手によってあら

ゆる読み方が可能で、解釈は読者に「開かれている」とも言える。黒

川はこの小説にみられる暗喩的で象徴的で曖昧な表現に共感し、その

表現法を建築に適用しようとした。断片化と抽象化という操作によっ

て歴史的な文脈の解釈を開き、建築を多義的なものとして表現しよう

としたのではないか。

　この頃の黒川の設計上の関心事は、現代建築の中に歴史的な文脈を

抽象的に引用することにあったが、それだけにとどまらず、伝統の断

片を再構成する中で、新しい意味を獲得しようとした。彼はその手法

を「アブストラクト・シンボリズム」と呼んでいる。

　「アブストラクト・シンボリズムは世界と地域性、国際性と個性を

共生させるものとなる。普遍性を持ちつつ、それぞれがそれぞれの文

化や場のアイデンティティを表現する、あるいは歴史のコンテクスト

を表現する時に、抽象的な形態を使いながら、その配置をずらすこと

によって歴史性やその地域のアイデンティティを表現できるのではな

いか」8 ）。

　さざなみホールは「共生の思想」に基づき、地域のコンテクストを

引きながらも抽象的な形態で造形と配置によって、その場の特性を強

化し表現したものと考えられる。このような造形的な操作は広島市現

代美術館（1989）と共通している。建物の高さは自然景観との調和を

図 5　客席より外部の田園風景と山を見る
（出典：「さざなみホール」パンフレット）

図 6　平面図（「広報ちゅうず」1992年 7 月 1日、第370号p.2）

図 7　基本計画立面図（「広報ちゅうず」1991年 1 月 1日、第352号p.2）
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意識し、樹木の高さを超えないように低く抑えられている（図 7 ）。切

妻屋根は土蔵のような造形をしているが、アルミという現代的材料を

用いることで歴史的引用のメッセージが曖昧化されている。外壁は下

から順にタイル、コンクリート、アルミと変化し、素材が過去から未

来への文明の発展や時間の流れが表現される。平面計画はシンメト

リーを基本とするが、ホールへの通路は中心軸から外され、完全な対

称形は避けられている（図 6 ）。対称形からわざと「ずらす」という美

意識は、日本庭園の配置の技術にみられるもので、黒川が好んだ手法

でもあった9 ）。黒川は抽象的な幾何学的形態を用いながら、それらの関

係を操作し、ずらすことで異なる意味や物語性を生み出そうとしたの

である。いずれも「伝統と未来の共生」を表現したものであり、「共生

の思想」を体現した作品のひとつと位置付けることができる。

■竣工後の歴史
　中主町はさざなみホール（豊積の里総合センター）の建設を計画当

初から「個性豊かな魅力あるまちづくりを実現するための重点プロ

ジェクト」として位置付け、さざなみホールを新しい街並み景観創造

の柱とした。その後も隣地の整備が進められ、1995年には西隣の土地

に中主町健康福祉センターが黒川紀章の基本設計によって建設された。

ここでもさざなみホールと同様の造形言語が用いられ、調和の取れた

景観が形成された。さらに2002年には、その隣に中主幼稚園が建設さ

れた。通り沿いに 3 つの公共施設が立ち並ぶ、町の拠点が整備された。

ホールは開設以来、評判は上々で、稼働率も高く、催事のない時はホ

ワイエを多目的な空間として利用するなど、さまざまなイベントに利

用された。しかし2004年10月に中主町と野洲町の 2 町が合併して野洲

市になったことで、さざなみホールの利用にも変化が生じる。市の職

員の話によると、この時期にさざなみホール内の保健センターは同市

の別施設に移管され、空き部屋は会議室に改修された。コミュニティ

センター内に置かれていた図書室は合併後に野洲図書館の中主分館と

なったが、2013年に北部合同庁舎に移転し、空いた部屋は多目的ホー

ルへと変更された。多目的ホールは吹奏楽等の練習室として利用され

ることが多く、周囲に住宅がないため、存分に音を出して練習できる

と利用者から評判だったという。

　しかし近年は雨漏りが目立ち、空調設備や舞台機材の故障、北側搬

入口に水が溜まり運営に支障が出るなどの不具合が多くみられたこと

から、未改修の部屋は使用を控え、部分的に利用するにとどまってい

た。

　野洲市は、さざなみホール（1992）のほかに、野洲文化ホール

（1983）、野洲文化小劇場（1990）という 3 つの文化施設を有してい

る。これらの維持管理コストを抑制するため、集約化の検討が進めら

れた。2022年 6 月にさざなみホールに集約する案が決定されたものの、

住民らの反対の声を受けて、議会は2023年 2 月に地の利の良い野洲文

化ホールに集約する方針に変更した。ところが、2024年10月の市長選

でさざなみホールの改修を公約に掲げた櫻本直樹氏が当選したことか

ら、解体除却の方針は取り下げられ、再生活用の道が開かれることに

なった。2024年12月より設備の不具合により閉館しているが、住民と

の対話を重ねながら、建物の再生活用への道が模索されている。野洲

市は⺠間の創意⼯夫を最⼤限に⽣かせるPPP/PFI⼿法を導入し、さざな

みホールの建物と敷地を活⽤し、エリアの価値向上に繋がる地域の拠

点整備や、地域コミュニティの活性化、住⺠の地域への誇りや愛着の

醸成を図ろうとしている。

■おわりに
　公共文化ホールの建設は1990年代にピークを迎え、文化芸術の触れ

る機会が充実した時期でもあった。しかしそれから30年以上が経過し、

多くのホールが一斉に改修の時期を迎えている。ホールの維持には多

額の費用がかかるため、公共施設マネジメントの観点からは、規模の

縮小や統合といった合理化が求められるのは当然のことである。しか

し公共施設は単なるインフラではなく、その街のコンテクストを形成

する文化的な存在でもある。さざなみホールのように、周囲の自然景

観と親密に連携し、地域の文化的風土を反映したデザインを無闇に壊

してしまうことは、文化の破壊ではないかと考える向きもあろう。黒

川は「歴史と未来の共生」を目指してさざなみホールを建設した。こ

の地域の歴史を尊重しつつ未来を描くことはできないものだろうか。

近年は公共施設の再生・活用の好例も増えつつある。地域文化を継承

しつつ、公共施設を次世代へ繋いでいく挑戦は続く。

　本稿執筆にあたり、野洲市役所の皆様にご協力をいただきました。

特に資料閲覧、借用にあたって格別のご配慮をいただきました。記し

て感謝の意を表します。
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